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はじめに 

○ 第３期教育振興基本計画（平成 30 年 6 月 15 日閣議決定）では、超スマート社会

（Society5.0）時代と人生 100 年時代の到来により、誰もが人間ならではの感性や創造性

を発揮し、自らの「可能性」を最大化していくこと、そして誰もが身に着けた力を生かして

それぞれの夢に向かって志を立てて頑張ることができるよう、「チャンス」を最大化していく

ことが必要とされている。 

○ 新しい学習指導要領では、「生きる力」を育むために「主体的・対話的で深い学び（アクテ

ィブ・ラーニング）」が必要であり、「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」を重視しな

ければならないこと、複数の教科等の連携を図り、また地域と連携しながら授業をつくり、

その効果を検証する等して、学習の効果の最大化を図る「カリキュラム・マネジメント」を

確立していかなければならないことが述べられている。 

○ 大阪府教育振興基本計画では、「大きく変化する社会経済情勢や国際社会の中で、自立

して力強く生きる人づくり」を基本的な目標に掲げ、子どもたちが自ら学び、論理的に考え、

主体的に判断し、行動する態度や自立して力強く生きる態度を育めるよう取組みを進め

ている。 

○ 本村においても、こうした目標に即した教育を提供することができるよう、教育委員会、学

校、地域が連携して取り組んでいく。 

○ また、生涯を通じてどの世代においても、健康で文化的な生活を送ることができる環境を

整える。 
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１．学力の向上と教育力の充実 

新しい学習指導要領に沿った教育を確実に行っていくために、各校において、主体的・対話的

で深い学びの実現を目指し、児童・生徒の力を個々に引き出す授業を行う（個別最適化）。また、

教科間の繫がりを意識し、社会で役立てることのできる「確かな学力」を育成していく。 

 

（１） 学習習慣の定着と言語能力の育成 

児童・生徒が知的好奇心を持ち、自ら学ぶ力を育てるため、インプットとアウトプットの仕方を教

える。インプットとしては、読書習慣を育み、情報を収集したり、解釈したりする力を養う。アウトプ

ットとしては、自学ノート（くすのきぐんぐんノート）等を活用し、学習習慣の定着を図る。 

また、学力の向上のためには言語能力の育成が重要であり、国語科を中心とした全ての教科

で系統的な指導を行う。 

 

（２） 外国語教育と異文化理解 

英語そのものの学習にとどまらず、コミュニケーション能力の向上や異文化理解の促進のため、

ALT（外国語指導助手）との対話の場を増やしたり、テレビ会議等で海外の学校の子どもたちと交

流する機会を増やしたりと、日頃から英語を使って実際に活動する場面を増やしていく。中学生を

対象にした海外派遣事業においても、現地でしかできない体験や活動を通して、課題に取り組む

プログラムを提供する。 

 

（３）ICT教育と情報モラル教育 

小・中学校の ICT（情報通信技術）教育では、GIGA (Global and Innovation Gateway for All) スク

ール構想の下、学校内ネットワーク回線の高速化の整備や、令和５年度までに児童・生徒一人一

台のタブレット PCを配備し、教育の ICT化を推進する。 

プログラミング教育に限らず、全ての教科において積極的に ICT を活用することにより、主体

的・対話的で深い学びを推進する。 

情報モラル教育では、情報ネットワークが発展する中、インターネット、SNS 等を正しく安全に利

用できるように、学年に応じた情報教育を積極的に行う。また、児童・生徒同士によるネット上のト

ラブルを、学校や保護者だけではなく外部機関と連携して対処する。 

 

（４） 支援教育 

子どもたちの障がいの種別に応じた支援体制をとる。乳幼児期から学校卒業まで切れ目ない

支援を行うため、千早赤阪村「サポートノート」に各個人の状況について記録をつけ共有する。学

校では「ともに学び、ともに育つ」インクルーシブ教育を基本としながら、「個別の教育支援計画」

及び「個別の指導計画」を作成し、支援学級や通級指導教室において個に応じた「自立活動」を行

う。本村の支援教育の推進を担うリーディング・ティーチャーと各校の支援教育コーディネーターが

協力し、支援体制を強化していく。 
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２．豊かでたくましい人間性の育成 

変化が激しく、多様な価値観が交差する社会において、自己実現を図っていくための力を身に

着けることは重要である。「学びに向かう力や人間性」を、義務教育段階はもちろん、幼児教育段

階から関係機関と連携しながら育んでいく。 

 

（１） キャリア教育 

社会の変化とともに、職業体系も変わっていく中、児童・生徒はより一層の思考力と判断力をも

って課題を解決し、自ら進むべき道を定めていかなればならない。社会に出たときに役立つ力を

身に着けるために、「千早赤阪村キャリア教育全体計画」に基づき、学校全体で共通の目標を意

識しながら、体系的かつ効果的な教育を実現していくことが必要である。 

小・中学校を通して、学んだり、体験したりしたことについて、ポートフォリオ（学習記録をファイ

ル等にまとめたもの）にまとめ、振り返りを行うことで、学習を積み上げていく。 

 

（２） 道徳教育 

テーマについて議論する過程で、児童・生徒が様々な価値観を認め合い、自尊感情を育むとと

もに、多面的にものごとを捉える力を養う。「道徳教育全体計画」に基づき、特別の教科 道徳及

び各教科等で道徳教育に取り組む。授業の方法や評価の仕方については、様々な事例を研究し、

工夫して取り組んでいく。 

 

（３）人権教育 

「人権教育全体計画」を基に、各校において、児童・生徒が人権及び人権問題に関する正しい

理解を深め、様々な人権問題の解決を目指して、自他の権利を尊重し、社会の一員としての自覚

の下に義務を果たすという基本的姿勢の形成を目指す。また、幼少期から生命の尊さに気付き、

お互いを大切にする態度や人格を育むことを目指して人権教育に取り組む。 

 

（４） 体力・運動能力 

各校における「体力づくり推進計画（アクションプラン）」に基づき、学年に応じた体力づくりの活

動を行う。新体力テストの結果分析を活用しながら、児童・生徒が運動に対する苦手意識をもたな

いように、体育の授業や行事を組み立てていく。 

 

（５） 食育 

各校における「食に関する指導の全体計画」に基づき、食に関する指導を実施する。成長期に

ある児童・生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスのとれた豊かな学校給食を全校統一

献立で提供する。また、地場産物を利用したり、郷土食である粉豆腐等を取り入れたりすることで、

地元の食材への関心を高める。なお、体育科、家庭科、生活科、社会科、総合的な学習の時間等

と関連した指導を、学校、家庭・地域、生産者・関係機関等と連携を取りながら行っていく。 
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（６） 郷土学習 

学校教育では、副読本『わたしたちの村 千早赤阪』を活用する等し、地域に対する関心を高め

る。また、村内の史跡巡りや郷土資料館の見学等により理解を深める。 

 

３．安心安全な学校づくりの推進 

学校の教職員に求められるものが多くなっている昨今、地域の力も借りて、教育体制を強化す

ることが必須である。地域間ネットワークや地域と学校の連携を強化し、地域全体で学校教育を

支える仕組みづくりを進めていく。 

 

（１） いじめ・虐待防止 

「千早赤阪村いじめ防止基本方針」及び各校における「いじめ防止基本方針」に基づき、いじ

め・虐待の早期かつ正確な実態把握に努める。学校における定期的なアンケートの結果や児童・

生徒から受けた相談内容を、スクールカウンセラー（SC）、スクールソーシャルワーカー（SSW）、

家庭児童相談員及び教職員が適切に共有する体制を整える。令和元年度に設置した「千早赤阪

村いじめ問題対策連絡協議会」も定期的に開催し、様々な情報を基に意見交換を行い、さらに対

応すべき案件については、「千早赤阪村いじめ問題専門委員会」で扱う。 

児童虐待事案については、速やかに村福祉部局及び子ども家庭センターへ通告し、継続的に

対応していく。 

 

（２） 学校施設・通学 

各校の「学校安全計画」に基づいた取組み状況を踏まえ、学校施設の安全点検、子どもたちに

対する通学を含めた学校生活その他の日常生活における安全指導に努める。また、通学の安全

については、学校、PTA、見守りに関わる地域住民、警察、道路管理者等と連携して、通学路の

安全対策に努める。 

 

（３） 防災教育 

近年頻発する自然災害に対応するため、防災士等の専門家の助言を基に、学校における危機

管理体制を整備する。また、児童・生徒が防災に関する知識を身に着けることができるよう、防災

訓練や講習を実施する。 

 

（４）食物アレルギーへの対応 

「千早赤阪村学校給食における食物アレルギー対応の手引き」に基づき、代替食対応を実施し、

すべての児童・生徒が給食時間を安全に、かつ、楽しんで過ごせるようにする。 
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４．学校及び教職員の資質の向上 

学校に求められる教育の質が複雑化し、業務内容が多様化する中で、学校の運営力の向上や

教職員の資質の向上は急務である。カリキュラムの組み立てや授業研究等に時間を割くことがで

きるよう、校務を効率化したり、行事を見直したりしながら、教職員が働き方を見直しつつ、スキル

アップしていくための体制を整える。 

 

（１）学校運営・評価 

各校においては、本教育方針を基に、教育目標や経営方針を定め、教職員全体で組織的に取

り組んでいく。また、目標の達成度について、学校評議員、保護者及び地域住民の意見を積極的

に取り入れながら評価を行い、改善策を探る。 

これらの結果は評価報告書としてまとめ、教育委員会に報告し、ホームページで公開する。 

 

（２） 教職員研修の充実 

新しい学習指導要領の内容や教育を巡る様々な要請や動向に対応するため、教育委員会で

は先進事例を活用し、教職員に効果的な研修の機会を設ける。 

また、夏季休業期間には、村の学校の教職員全員を対象とした研修を教育委員会で企画する。

教職員の要望や指導主事の問題意識を基にテーマを設定し、外部講師を招聘し、ワークショップ

等を行う中で、様々な課題に取り組む。 

また、教科毎に行う研究授業において、指導助言を具体的に活かす方策を教職員が探り、その

効果を検証する体制を学校全体で構築する。 

 

（３） 働き方改革 

校務支援システム等による学校事務の効率化を図り、その効果を検証する。その他、超過勤務

の原因を追究し、ICTの活用等により、その削減に徹底して努める。 

 

（４） 地域学校協働活動 

学校と地域が協働して、学校教育における課題に取り組む体制を本村全体で整える。各校の

取組みを互いに共有しながら、より良い体制をつくっていく。 

 

（５）不祥事・ハラスメント防止 

教職員の不祥事防止に向けては、未然防止を図るため「不祥事予防に向けて 自己点検」（大

阪府教育委員会平成 22 年９月改訂）と「不祥事防止に向けたワークシート集」（大阪府教育委員

会令和２年２月作成）を用いた校内研修により、教育公務員としての自覚を促す。 
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５．社会教育の充実 

子どもから大人まで心身ともに健康で活動することができる環境を提供する。 

 

（１） 文化資源の保存と活用 

村の歴史がわかる文化財や史跡の保存を行いつつ、それにまつわるストーリーを伝えていくよ

う努める。村立郷土資料館の展示や解説を充実させ、村民や観光客に村の魅力を感じてもらえる

よう工夫する。 

 

（２） 生涯学習の促進 

くすのきホールや図書室の利用を促進する。また、村民のニーズを捉え、各方面の関係者と協

力しながら、生涯学習講座を開催する。生涯学習講座においては、地域の歴史や文化について

学びを深めることができるようにする。 

 

（３） スポーツ振興と青少年健全育成 

村のスポーツ拠点である社会体育施設（B&G 海洋センター、運動場、多目的広場、テニスコー

ト）の利用を促進し、各種スポーツイベントの実施を支援すること等により、村民にスポーツに親し

み、健康を維持してもらう。体育協会やスポーツ推進委員を始めとする団体とも連携する。 

青少年指導員とも連携し、登下校の見守りや児童・生徒向けの講座を実施し、子どもたちが地

域に見守られながら安全に過ごし、積極的に活動していく環境を整える。 


